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同
窓
会
々
員
の
皆
様
に
は
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
で
は
平
成
28
年
２
月
、

旧
宇
工
高
跡
地
に
記
念
碑
「
発
祥

の
地
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
近

く
に
お
越
し
の
際
に
は
是
非
御
覧

に
な
り
、移
転
し
た
（
２
０
１
１
・

平
成
23
年
）
旧
宇
工
高
の
姿
を
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
の
中
で
懐
か
し

み
、
今
後
の
糧
と
し
て
頂
け
れ
ば

幸
甚
で
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
宇
工
高
同

窓
会
の
歩
む
べ
き
道
に
は
様
々
な

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
当
面
、

１
０
０
周
年
の
道
程
を
考
え
る
中

で
、
母
校
・
宇
工
高
の
発
展
に
寄

与
し
て
い
け
る
か
が
、
課
題
と
な

る
は
ず
で
す
。従
来
の
僅
か
な「
教

育
援
助
金
」
の
協
力
は
勿
論
の
こ

と
、
生
徒
の
科
学
技
術
関
係
の
成

長
を
一
層
促
す
た
め
の
同
窓
会
の

援
助
を
高
め
る
こ
と
、
人
間
と
し

て
協
調
性
を
重
ん
じ
る
心
を
養
う

こ
と
等
が
浮
か
び
ま
す
。
宇
工
高

の
教
育
目
標
で
あ
る
「
豊
か
な
人

間
性
、
確
か
な
技
術
・
技
能
を
身

に
つ
け
、
将
来
の
産
業
界
を
担
う

技
術
者
を
育
成
す
る
」
に
帰
結
す

る
も
の
で
す
。
１
０
０
周
年
だ
か

ら
こ
そ
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
き
っ

と
あ
り
ま
す
。
大
学
等
に
無
い
着

眼
点
に
期
待
し
て
、
宇
工
と
い
う

学
校
に
相
応
し
い｢

テ
ー
マ
を
探

す
努
力｣

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
般
の
同
窓
会
役
員
会
の
席

上
、
１
０
０
周
年
に
向
け
て
の
事

業
・
行
事
と
し
て
、
取
り
敢
え
ず

次
の
提
案
を
し
て
お
き
ま
し
た
。

事
業
と
し
て
「
１
０
０
周
年
記
念

誌
」
の
発
行
（
１
０
０
周
年
の
歩

み
を
し
っ
か
り
と
記
録
し
た
い
）、

「
国
際
交
流
事
業
の
実
施
」（
生
徒

に
新
し
い
感
覚
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
方
策
）、「
生
徒
学
習
支
援
事
業
」

（
困
窮
家
庭
の
生
徒
を
援
助
）。
行

事
と
し
て
「
１
０
０
年
記
念
式
典

の
実
施
」、「
音
楽
ま
た
は
演
劇
鑑

賞
の
実
施
」
等
を
行
う
予
定
で

す
。
１
０
０
周
年
に
つ
い
て
、
ま

だ
４
年
あ
る
と
思
っ
て
い
る
う
ち

に
、
式
典
は
２
０
２
３
年
11
月
１

日
（
仮
予
約
）
に
行
わ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。
も
う
そ
ん
な

時
期
で
す
。
こ
れ
か
ら
寄
付
金
の

設
定
と
課
題
、
工
程
表
の
課
題
、

何
を
ど
う
す
る
か
の
課
題
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
窓
会

役
員
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
員
諸
兄

全
員
の
応
援
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

本
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
在

校
生
に
対
し
ま
し
て
、
多
く
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
精
密
機
械
科
を
昭

和
57
年
に
卒
業
し
ま
し
た
、
宮
原

信
幸
氏
が
平
成
31
年
４
月
14
日
に

日
本
放
射
線
技
術
学
会
よ
り
研
究

の
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
る

と
い
う
う
れ
し
い
出
来
事
が
あ

り
、
来
校
さ
れ
受
賞
内
容
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
令
和
元
年
８
月
に
突
然
ご
逝

去
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
宮
原

信
幸
氏
の
功
績
を
生
徒
達
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
多
く
の
宇
工
生
が
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
ま
し
た
。

運
動
部
関
係
で
は
、
春
の
栃
木
県

高
校
総
合
体
育
大
会
か
ら
始
ま

り
、
厳
し
い
県
大
会
を
勝
ち
抜
き

関
東
大
会
に
多
く
の
生
徒
が
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
第

74
回
国
民
体
育
大
会
（
茨
城
県
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
、
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
に
本
校
生

が
出
場
し
ま
し
た
。
本
校
の
特
色

で
も
あ
る
も
の
づ
く
り
分
野
で

は
、関
東
大
会
に
木
材
加
工
部
門
、

測
量
部
門
に
出
場
し
健
闘
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
愛
知
県
で
開
催
さ

れ
た
第
57
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

（
愛
知
大
会
）
に
配
管
職
種
に
稲

澤　

暉
さ
ん
、本
間　

誓
斗
さ
ん
、

塩
野
目　

千
華
さ
ん
（
環
境
設
備

科
３
年
）、
建
築
大
工
職
種
に
神

山　

颯
斗
さ
ん
（
建
築
デ
ザ
イ
ン

科
３
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
高

難
易
度
の
課
題
と
長
時
間
の
競
技

に
全
力
で
臨
み
、
課
題
を
完
成
し

ま
し
た
。
入
賞
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
企
業
選
手
達

を
相
手
に
よ
く
健
闘
し
ま
し
た
。

土
木
研
究
部
が
第
13
回
コ
ン
ク

リ
ー
ト
甲
子
園
全
国
大
会
（
香
川

県
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

定
時
制
で
は
、
夏
の
全
国
定
通

制
高
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
自
己

記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。
第
67
回

生
徒
生
活
体
験
発
表
会
で
は
素
晴

ら
し
い
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

工
業
技
術
科
と
し
て
は
じ
め
て
、

栃
高
教
研
工
業
部
会
主
催
「
ロ

ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」、「
栃
木
県

高
校
生
電
気
自
動
車
大
会
」
に
出

場
。
初
出
場
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
す

ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

全
日
制
・
定
時
制
共
に
多
く
の

生
徒
が
全
国
に
向
け
活
躍
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

全
日
制
３
年
生
の
進
路
に
つ
い

て
は
、
就
職
で
は
、
地
元
企
業
や

県
内
の
大
企
業
を
中
心
に
10
月
末

に
は
大
部
分
の
生
徒
が
内
定
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
公
務
員
で
は
、

土
木
技
術
職
で
栃
木
県
庁
、
栃
木

市
役
所
、
壬
生
町
、
国
土
交
通
省

に
、そ
の
ほ
か
に
も
栃
木
消
防
署
、

石
橋
地
区
消
防
組
合
、
自
衛
隊
、

栃
木
県
警
等
に
合
格
し
ま
し
た
。

今
年
も
無
事
に
就
職
内
定
率
百
％

を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
学
進
学
で
は
、
宇
都
宮
大
学

（
２
名
）、
新
潟
大
学
、
信
州
大
学
、

長
岡
技
術
大
学
、
会
津
大
学
、
日

本
大
学
、
日
本
工
業
大
学
、
千
葉

工
業
大
学
、
東
京
電
機
大
学
、
東

洋
大
学
、
帝
京
大
学
、
関
東
職
業

能
力
開
発
大
学
校
、
小
山
工
業
高

等
専
門
学
校
（
編
入
）
な
ど
、
専

門
学
校
で
は
県
内
外
の
専
門
学
校

か
ら
合
格
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

定
時
制
の
進
路
に
つ
い
て
は
、

地
元
企
業
や
専
門
学
校
へ
の
合
格

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
一
層
の
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ

今
年
も
大
活
躍

会
長

校
長

岡
　
田
　
義
　
治

小
　
林
　
綱
　
芳
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と
も
あ
り
、
１
セ
ッ
ト
目
は
簡
単

に
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
２

セ
ッ
ト
目
は
周
り
の
雰
囲
気
に
慣

れ
、
途
中
ま
で
追
い
つ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
惜
し
く
も
取
ら
れ

て
し
ま
い
負
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
栃
木
県
で
の
開
催
に
よ
り
、

様
々
な
方
に
た
く
さ
ん
声
援
を

送
っ
て
い
た
だ
き
と
て
も
力
に
な

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
を
支
え
て
く

れ
た
保
護
者
の
方
々
、
先
生
方
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

日
々
昇
進
し
て
こ
れ
か
ら
の
生
活

を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
１
年
生
17
名
、
２
年

生
12
名
、
３
年
生
７
名
の
36
名
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
１
年
を
通

し
て
様
々
な
行
事
が
あ
り
、
夏
の

高
校
野
球
応
援
、吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
、
地
域
や
高
校
音
楽
祭
へ
の
参

加
、
富
屋
特
別
支
援
学
校
へ
の
訪

問
演
奏
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
月
13
日
（
月
）
に
は
、
第
33

回
定
期
演
奏
会
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
客

様
に
心
の
底
か
ら
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
で
選

曲
か
ら
演
出
ま
で
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
一

部
は
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
し
た
思

い
入
れ
の
あ
る
楽
曲
や
吹
奏
楽
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
、
二
部
は
ジ
ャ
ズ

の
名
曲
と
野
球
応
援
メ
ド
レ
ー
、

三
部
で
は
「
い
た
だ
き
ま
す
！
」

と
題
し
た
音
楽
劇
を
披
露
し
、
多

く
の
お
客
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
々
の
活
動
の
中
で
は
、
楽
し

い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
分

自
身
と
の
葛
藤
や
仲
間
と
の
関
係

な
ど
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
音

楽
と
、
自
分
と
、
仲
間
と
本
気
で

向
き
合
い
、
充
実
し
た
活
動
に
な

る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
宇
工
音
楽
部
へ
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

第
13
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
甲
子
園

全
国
大
会
が
香
川
県
高
松
市
で
令

和
元
年
12
月
７
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
特
性
や
材
料
の
配
合

設
計
の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る

事
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
大
会

で
、
本
校
は
今
回
初
め
て
参
加
す

る
大
会
で
し
た
。

　

競
技
内
容
は
、
強
度
部
門
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
、
デ
ザ

イ
ン
部
門
の
３
つ
の
得
点
を
総
合

し
て
順
位
が
決
ま
り
ま
す
。
特
に

強
度
部
門
は
目
標
強
度
（
45
Ｎ
／

㎟
～
60
Ｎ
／
㎟
）
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
範
囲
か
ら
外
れ
る
と

強
度
部
門
の
得
点
が
得
ら
れ
な
い

決
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
僅
か

な
材
料
の
加
減
や
養
生
日
数
で
強

度
が
変
化
す
る
た
め
、
生
徒
達
は

材
料
の
配
合
に
大
変
神
経
を
使
い

ま
し
た
。

　

９
月
の
予
選
に
向
け
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
供
試
体（
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
）

を
作
成
し
、
本
校
の
コ
ン
ク
リ
ー

　

定
時
制
課
程
に
は
、
１
月
現
在

82
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
３
年
間
で
卒
業
を

目
指
す
三
修
制
で
学
ん
で
い
る
生

徒
が
10
名
い
ま
す
。
生
徒
の
年
齢

構
成
は
10
代
後
半
か
ら
20
歳
前
半

で
、
６
割
を
超
え
る
生
徒
が
ア
ル

バ
イ
ト
や
就
職
を
し
な
が
ら
学
業

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
６
月
に
行
わ
れ
た
第
58

回
栃
木
県
定
時
制
通
信
制
総
合

体
育
大
会
に
お
い
て
、
陸
上
競

技
で
は
４
A
の
佐
々
木
龍
昇
君
が

４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
２
位
、
２

B
の
江
連
幸
鹿
君
が
１
５
０
０
ｍ

と
５
０
０
０
ｍ
で
３
位
、
２
B
の

古
谷
輝
星
君
が
円
盤
投
げ
で
２
位

と
な
り
、
８
月
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
し

た
。
全
国
大
会
で
は
自
己
ベ
ス
ト

の
記
録
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
第
67
回
栃
木
県
高
等
学

校
定
時
制
通
信
制
生
徒
生
活
体
験

発
表
大
会
で
は
、
２
B
の
江
連
幸

鹿
君
が
目
標
を
も
っ
て
挑
戦
し
て

き
た
こ
と
を
表
情
豊
か
に
発
表

し
、優
良
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
工
業
技
術
科
で
学
ぶ
生

徒
が
工
業
部
会
主
催
の
２
つ
の
大

会
に
初
出
場
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
一
つ
は
９
月
に
栃
木
工

業
高
校
で
行
わ
れ
た
ア
イ
デ
ィ

ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

チ
ー
ム
名
は
「
Ｕ
Ｋ
が
ん
ば
ら
ナ

イ
ト
」。
夏
休
み
を
返
上
し
て
ロ

ボ
ッ
ト
製
作
に
熱
心
に
取
り
組

み
、
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
大
会
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
12
月
に
Ｇ

Ｋ
Ｎ
ド
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン

で
行
わ
れ
た
電
気
自
動
車
大
会
で

す
。
多
く
の
チ
ー
ム
が
マ
シ
ン
ト

ラ
ブ
ル
で
リ
タ
イ
ア
す
る
中
、
見

事
に
完
走
し
特
別
賞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

定
時
制
課
程
は
来
年
度
か
ら
昼

夜
間
二
部
制
と
な
り
、
午
後
部
普

通
科
と
夜
間
部
工
業
技
術
科
に
改

編
さ
れ
ま
す
。
新
た
な
節
目
を
迎

え
る
定
時
制
課
程
に
今
後
と
も
ご

支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
栃
木
県
で
６
月
１

日
か
ら
開
催
さ
れ
た
関
東
高
等
学

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
１
勝
で
も
多
く
勝
ち
上

が
る
と
い
う
目
標
で
大
会
に
挑
み

ま
し
た
。

　

結
果
は
関
東
大
会
と
い
う
大
き

な
大
会
で
緊
張
し
て
し
ま
っ
た
こ

令
和
元
年
度
関
東
高
等
学
校

　
　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

環
境
設
備
科
３
年  

大
島
　
蒼
也

今
年
度
を
振
り
返
っ
て

定
時
制
課
程　

教
頭

村
　
上
　
英
　
二

コ
ン
ク
リ
ー
ト
甲
子
園

　

全
国
大
会
に
参
加
し
て

土
木
研
究
部

顧 

顧
問  

岡
田
　
英
臣

音
楽
部
の
活
動
に
つい
て

音
楽
部

顧
問  

江
連
　
千
尋
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ト
の
強
度
は
48
・
６
Ｎ
／
㎟
で
全

国
30
校
中
３
位
と
い
う
上
位
成
績

で
全
国
大
会
出
場
の
権
利
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
月
の
全
国
大
会
（
本
選
）
で

は
、強
度
部
門
で
は
65
Ｎ
／
㎟
と
、

規
定
を
超
え
て
し
ま
う
想
定
外
の

結
果
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

予
選
の
時
以
上
に
細
心
の
注
意
を

払
い
温
度
管
理
な
ど
も
徹
底
し
た

の
が
か
え
っ
て
高
い
強
度
を
出
し

て
し
ま
っ
た
と
考
え
ま
す
。
し

か
し
、
生
徒
達
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
簡
潔
に
時
間
内
に
ま
と

め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
側
面
に
描

く
デ
ザ
イ
ン
（
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
令
和
の
時
代
を
創
造
す
る
構
造

物
」）
で
は
「
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
」

を
描
き
、
プ
レ
ゼ
ン
、
デ
ザ
イ
ン

の
各
部
門
は
高
得
点
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
強
度
部
門
で
得
点
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
上

位
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
丁
寧

に
扱
っ
て
い
る
事
が
評
価
さ
れ
、

特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
生
徒
は
皆
で
協
力
し
合

い
精
一
杯
の
力
を
発
揮
し
た
と
思

い
ま
す
。
来
年
は
今
回
の
反
省
を

活
か
し
て
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
全

国
大
会
の
地
、
香
川
県
高
松
市
に

再
度
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
工
ブ
ラ
ン
ド

　

資
生
堂
特
別
顧
問
の
弦
間
明
氏

の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。「
ブ

ラ
ン
ド
と
い
う
も
の
は
、
企
業
が
イ

メ
ー
ジ
を
消
費
者
に
与
え
る
も
の
で

な
く
、
そ
の
製
品
を
使
っ
た
消
費
者

が
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
だ
。」
と
い

う
話
を
さ
れ
て
い
た
。
い
ま
や
、
世

界
有
名
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
資
生
堂

を
例
に
、「
企
業
の
成
長
力
の
源
泉

は
知
で
あ
り
、
知
の
源
泉
は
人
材

で
あ
る
。
企
業
の
人
材
育
成
は
重

要
で
あ
る
。」
と
。

　

さ
て
、
本
校
進
路
指
導
部
に
は
、

今
年
も
た
く
さ
ん
の
求
人
企
業
が

来
校
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

企
業
人
事
の
人
達
が
、
み
な
口
々

に
言
って
い
る
言
葉
が
あ
る
。

「
優
秀
な
宇
工
の
生
徒
さ
ん
に
、
わ

が
社
で
働
い
て
ほ
し
い
。」

　

ま
さ
に
、
こ
れ
は
、
宇
都
宮
工

業
高
校
を
卒
業
し
、
そ
の
卒
業
生

が
、
企
業
で
働
く
な
か
で
生
ま
れ

た
宇
工
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
一
緒

に
働
い
て
み
る
と
、
宇
工
生
の
優
秀

さ
が
よ
く
わ
か
る
そ
う
で
あ
る
。
Ｉ

ｏ
Ｔ
化
す
る
技
術
革
新
が
進
ん
で
い

る
日
本
で
、
世
界
と
の
生
き
残
り

を
か
け
て
、
会
社
発
展
を
考
え
て
い

る
企
業
は
、
本
校
生
を
社
員
と
し

て
迎
え
入
れ
、
有
望
な
技
術
者
と

し
て
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ

う
だ
。

　

一
方
、
進
学
に
関
し
て
は
、
大

学
改
革
と
新
入
試
制
度
を
考
慮
し

た
入
試
に
な
り
、
今
年
の
四
年
制

大
学
進
学
者
は
、
苦
戦
中
で
あ
る
。

し
か
し
、
自
分
の
志
を
た
て
一
般

受
験
ま
で
頑
張
る
生
徒
が
多
か
っ

た
。「
諦
め
な
い
」
心
。
こ
れ
も
、

進
学
者
に
お
け
る
宇
工
ブ
ラ
ン
ド
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
年
度
の
定
時
制
は
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
２
つ
の
工
業
部
会

主
催
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
９
月
８
日
に
栃
木
工

業
高
校
で
開
催
さ
れ
た
栃
木
県
工

業
関
係
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
で
す
。
こ
の
大
会
は
、
操

縦
型
と
自
立
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
製

作
し
、
卓
球
ボ
ー
ル
や
ゴ
ル
フ

ボ
ー
ル
な
ど
の
ア
イ
テ
ム
を
指
定

さ
れ
た
エ
リ
ア
に
搬
送
・
射
出
し
、

そ
の
完
成
度
を
得
点
で
競
う
も
の

で
、
２
年
生
３
名
、
１
年
生
１
名

が
夏
休
み
に
毎
日
登
校
し
製
作
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
大
会
当
日
の

生
徒
は
と
て
も
緊
張
し
た
様
子
で

し
た
が
、
14
チ
ー
ム
中
７
位
と
い

う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

二
つ
目
は
12
月
14
日
に
Ｇ
Ｋ
Ｎ

ド
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
で
開

催
さ
れ
た
栃
木
県
高
校
生
電
気
自

動
車
大
会
で
す
。
こ
の
大
会
は
、

指
定
さ
れ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
を
用
い

制
限
時
間
内
で
の
走
行
距
離
を
競

う
も
の
で
す
。
１
年
生
４
名
が
授

業
前
に
製
作
に
取
り
組
み
、
大
会

で
は
制
限
時
間
ま
で
走
り
き
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
は
工
業
の
知
識
や

技
能
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
問
題
解
決
能
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
養
え
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
定
時
制
の
生

徒
に
で
き
る
だ
け
も
の
づ
く
り
に

取
り
組
む
機
会
を
与
え
ら
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
４
月
14
日
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
に
お
い
て
、
量
子

医
学
・
医
療
部
門 

放
射
線
医
学

総
合
研
究
所 

先
物
理
工
学
部
サ

イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
運
転
室 

宮
原
信

幸
（
精
密
機
械
科
・
昭
和
57
年
卒

業
）
主
幹
研
究
員
が
、
公
益
社
団

法
人 

日
本
放
射
線
技
術
学
会
よ

り
２
０
１
８
年
度 M

ost Citation 
A

w
ard

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
賞
は
、
英
語
論
文
誌
編
集
委
員

会
お
よ
び
表
彰
委
員
会
の
推
薦

と
、
日
本
医
学
物
理
学
会
の
理
事

会
承
認
を
経
て
、
功
績
が
認
め
ら

れ
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

以
前
は
川
崎
重
工
で
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
の

設
計
を
さ
れ

て
お
り
、
放

医
研
で
は
、

最
先
端
の
癌

治
療
器
の
開

発
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
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進
路
指
導
部
長  

丸
山
　
玲
子

令
和
元
年
度
の
進
路
に
つ
い
て

ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
と

  

電
気
自
動
車
大
会
に
出
場
し
て

定
時
制
課
程

顧 

顧
問  

橋
本
　
真
由
美

井
澤
　
宜
夫
　

　
宮
原
　
信
幸
　
様

Ｏ
Ｂ
紹
介
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令
和
元
年
度
定
期
総
会
を
、
令

和
元
年
６
月
１
日
（
土
）、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
決
算

報
告
の
後
、
令
和
元
年
度
事
業
案
、

予
算
案
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
に
宇
都
宮
工
業
高
校
が

百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
岡

田
同
窓
会
長
を
中
心
に
百
周
年
に

向
け
た
事
業
案
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
決
算
報
告
及
び
令

和
元
年
度
予
算
案
を
掲
載
し
ま
し

た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　

４
月
に
電
子
機
械
科
に
主
幹
教

諭
の
田
﨑
隆
男
先
生
、
機
械
科
に

齋
藤
大
輔
先
生
、
電
気
科
に
粕
谷

正
人
先
生
、
安
納
大
介
先
生
、
電

子
情
報
科
に
木
村
尚
希
先
生
、
公

仕
に
小
倉
弘
大
さ
ん
が
赴
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

宇
工
出
身
の
職
員
は
26
名
に
な

り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
奨
励
賞
を
第
57
回
技
能

五
輪
全
国
大
会
建
築
大
工
部
門
出

場
（
神
山
颯
斗
さ
ん
）
な
ど
活
躍

し
た
建
築
研
究
部
、
第
13
回
コ
ン

ク
リ
ー
ト
甲
子
園
全
国
大
会
出
場

な
ど
活
躍
し
た
土
木
研
究
部
、
第

57
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
配
管
職

種
出
場
（
稲
澤
暉
さ
ん
、
塩
野
目

千
華
さ
ん
、
本
間
誓
斗
さ
ん
）
な

ど
活
躍
し
た
設
備
研
究
部
に
授
与

し
ま
し
た
。

　

電
子
機
械
科
職
員
高
舘
（
同
窓

会
事
務
局
長
）
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
（
ト
ヨ
タ
自

動
車
）
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
一

生
懸
命
走
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
は
令
和
２
年
３
月
30
日
（
月
）

で
す
。
栃
木
県
内
を
走
り
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
の
宮
原
信
幸
さ
ん
が
令
和

元
年
８
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

同
窓
会
定
期
総
会
報
告

同
窓
会
事
務
局
の
動
向

同
窓
会
奨
励
賞

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
に
選
出

訃  

報

令和元年度役員令和元年度役員
会　長
副会長
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　査
〃

顧　問
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

参　与
〃
〃
〃
〃
〃

岡　田　義　治
櫻　井　啓　一
甫　坂　茂　樹
福　田　智　恵
大　橋　　　光
今　井　泰　男
蓮　田　裕　一
藤　井　弘　一
宇　梶　智　久
亀和田　　　薫
増　渕　　　薫
福　田　嘉　貴
板　橋　一　好
吉　成　健　蔵
福　田　富　一
阿　部　和　夫
猪　瀬　成　男
伊　藤　　　誠
飯　塚　光　雄
中　島　　　宏
小　林　綱　芳
野　尻　政　男
湯　口　忠　文
大根田　倭　之
嶋　田　繁　男
小　平　良　長
渡　邉　勇　雄

令和元年度予算
①一般会計
収 入 金　4 , 8 9 2 , 7 5 6 円
支 出 金　4 , 8 9 2 , 7 5 6 円
残 　 金　0 , 0 0 0 , 0 0 0 円

自　平成31（2019）年４月１日
至　令和２（2020）年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

■収入の部

■支出の部

②創立100周年事業費

科　　　目 30年度予算額 令和元年度予算額 増　減 備　　　　考

科　　　目

収入 1,000,000 支出 0 残高 3,000,000

（単位：円）③その他（基金）

基金合計

金融機関名 栃木銀行
22,627,792

足利銀行
50,582,947

日光杉並木基金
20,000,000

９３，２１０，７３９

30年度予算額 令和元年度予算額 増　減 備　　　　考

繰 越 金

永久会員費
雑 収 入
基金からの借入金
基金からの振替

計

409,50

3,450,000
105,000

0
1,000,000
4,964,509

1,402,756

3,360,000
130,000

0
0

4,892,756

993,247

－90,000
25,000

0
－1,000,000
－71,753

懇親会参加費、一般会計利子

会 議 費
事務局運営費
渉 外 費
事 業 費
教育活動後援費
慶弔・慶祝費
同窓会ＨＰ管理費
記念碑維持管理費
創立100周年事業費
予 備 費
借入金返済

計

800,000
400,000
100,000
1,300,000
300,000
100,000
100,000
50,000

1,000,000
314,509
500,000
4,964,509

800,000
400,000
100,000
1,300,000
300,000
100,000
100,000
50,000

1,000,000
242,756
500,000
4,892,756

0
0
0
0
0
0
0
0
0

－71,753
0

－71,753

総会・理事会、資料印刷代
通信費・一般備品
母校歓送迎会寸志等

教育活動後援費 
香典、生花
ＨＰ更新料､名簿管理費、サーバー費

基金（足利銀行口座）へ返済

全10,000×316人=3,160,000
定10,000×  20人=  200,000

卒業記念品、同窓会報、餞別金、
同窓会長賞、同窓会奨励賞等

平成30年度収支決算報告

監 査 報 告

①一般会計
収 入 金　5 , 0 0 8 , 5 1 5 円
支 出 金　3 , 6 0 5 , 7 5 9 円
残 　 金　1 , 4 0 2 , 7 5 6 円

自　平成30年４月１日
至　平成31年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

■収入の部

■支出の部

③その他（基金）

②創立100周年事業費

科　　　目 予 算 額 決 算 額 増　減 備　　　　考

科　　　目

基金合計

金融機関名 栃木銀行
22,627,792

足利銀行
50,082,947

日光杉並木基金
20,000,000

９２，７１０，７３９

予 算 額 決 算 額 増　減 備　　　　考

繰 越 金

永久会員費
雑 収 入
基金からの借入金

計

409,509
3,450,000
105,000
1,000,000
4,964,509

409,509
3,450,000
149,006
1,000,000
5,008,515

0
0

44,006
0

44,006
一時借入金

会 議 費
事務局運営費
渉 外 費
事 業 費
教育活動後援費
慶弔・慶祝費
同窓会ＨＰ管理費
記念碑維持管理費
創立100周年事業費
予 備 費
借入金返済

計

800,000
400,000
100,000
1,300,000
300,000
100,000
100,000
50,000

1,000,000
314,509
500,000
4,964,509

716,650
16,348
45,000
854,019
300,000
59,200
64,542
50,000

1,000,000
0

500,000
3,605,759

－83,350
－383,652
－55,000
－445,981

0
－40,800
－35,458

0
0

－314,509
0

－1,358,750

総会・理事会、資料印刷代
通信費、一般備品等
母校歓送迎会寸志等

教育活動後援費
香典、生花代等

基金（足利銀行口座）へ返済

全10,000×320人=3,200,000
定10,000×  25人=  250,000

卒業記念品、同窓会報、餞別金、
同窓会長賞、同窓会奨励賞等

ＨＰ更新費、会員データ管理費
サーバ利用料等

一般会計利子、総会参加者会費

　母校において、関係諸帳簿・領収書・通帳等と照合の結果、予算の執行・
記帳・その他について、正確であり誤りのないことを証明します。

　　　　平成31年４月２日　　　　　監査

収入 1,000,000 支出 0 残高 2,000,000


